
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ ２ 年 ６ 月 １ ９ 日
司 会： 千 田俊 昭
奏 楽 ： 千 田 祥 子

黙 祷 一 同

讃 美※ 聖歌 420「あなたの持てる悩みは」 一 同

主の祈り※ （ 聖 歌表 扉 また は 讃 美歌 564番 をご 覧 くだ さ い）

讃 美 一 同

教会学校 紙芝居「私の民を自由にしなさい」 牧 師

讃 美 聖 歌 4 6 2 「 何 ゆ え 御 神 は 」 一 同

聖書朗読 ヨブ20：１－5

奨 励 ヨブ記の福音(第9回) 牧 師

主 題 「躓きを越えて」

讃 美 聖 歌 4 3 2 「 け が れ と 恥 と の 」 一 同

献 金 献金と感謝の祈り

聖 餐

頌 栄※ 聖 歌 3 7 6 「 父 、 御 子 、 御 霊 の 」 一 同

祝 祷※ 牧 師

来週の箇所 ヨ ブ 記 第 22 章
※ 印 のと こ ろで は 御起 立 下 さい 。

☆ はじめて集 会においでの皆様 。心から喜び、感謝 してお迎え申しあ げます。
しかし、初めての 方に無理な勧誘を するようなことは、 一切いたしませ ん。
むしろ、そ っとしておきたい と思うわけです。そ の態度を冷淡や不 親切と
誤解なさら ないで下さい。

☆ 私たちは何 派にも属さないク リスチャン個人の自 由な交わりの教会 です。
聖書を学び 、キリストに信頼 し、キリストが与え てくださる神の義 を何より
大事にし、 信じる者同志が兄 弟姉妹として受け入 れ合う群れです。

☆ 献金は神へ の感謝として、各 自が自由意志で行う ものです（２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入り口に献 金箱がありますの で、どうぞご利用下 さい。

☆ キリスト教 について、あるい はどんな質問でも、 いつでも遠慮なく 牧師に
ご相談下さ い。

☆ 第二礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご自由にお 召し上がり下さい 。

☆ 二階に教会 図書がありますの で、どうぞご利用下 さい。

旭ヶ丘キリストの教会 ニュース

《 今 週 の歩 み 》
６ /19(日 )聖 日 礼 拝

/20(月 )
/21(火 )
/22(水 )10-12:OBSｸﾗｽ
/ 23(木 )10:00祈 り 会
/24(金 )
/25(土 )13-16子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ

《 祈 りの 課 題》
① コロ ナ 禍の 速 やか な 終息 の た めに
② 礼拝 に 来れ な かっ た 人々 の た めに
③ 教会 学 校の 子 供た ち が救 わ れ ます よ うに

良書ハイライト 「 主 の 兄弟 、義人ヤ コブ の最期 」
(エ ウ セ ビ ウ ス 著 「 教 会史 」 第 2巻 23 ： 1 7 )

そ こ で 律 法 学 者 と パ リ サ イ 人 は ヤ コ ブ を 神 殿 の 欄 干 に 立 た せ て 彼 に 叫

ん だ 、 「 義 人 よ 、 我 々 は誰 の 言葉 を 受 け 入 れ る べ き か ？ 民 は 十字架 に架 け

ら れ た イ エ ス に つ き 従 っ て 迷 い 出 て い る 。 だ か ら 『 イ エ ス の 戸 口 』 と は 何 な

の か を 語 れ！ 」

ヤ コ ブ は 声 の 限 り を 尽 く し て 答 え た 、 「 な ぜ 『 人 の 子 』 に つ い て 私 に 尋 ね

る の か ？彼 は 偉 大 な る 力 で あ る 天 の 神 の 右 に 坐 し て お ら れ る 。 そ し て 雲 に

乗 っ て 来 ら れ る の だ 。 」 大 勢 の 者 が 確 信 を 持 ち 、 ヤ コ ブ の 証 し を 賞 賛 し て 叫

ん だ 、 「 ダ ビ デ の 子 に ホ ザ ナ！ 」

律 法 学 者 と パ リ サ イ 人 は 互 い に 「 我 ら は ひ ど い 間 違 い を し た 。 か え っ て イ

エ ス の 証 を さ せ て し ま っ た 。 我 ら は 昇 っ て い っ て 奴 を 突 き 落 と そ う 。 そ う す

れ ば 皆 が 恐 れ て 、 奴 の 言 う こ と を 信 じ な く な る だ ろ う 。 」 彼 ら は 叫 ん だ 、

「 お い 、 お い ！ 義 人 で も 惑 わ す の だ な ！ 」 － － こ れ は イ ザ ヤ に よ る 預 言 の

成就で あ る ： 「 『 義 人 を 取 り 除 こ う 、 彼 は 我 ら に無 益 だ 』 こ う し て 彼 ら は 自

分の業の実を 食 ら う 。 」

そ こ で 彼 ら は 昇 っ て ゆ き 、 そ の 義 人 を 突 き 落 と し て 「 義 人 ヤ コ ブ を 石 打

に し よ う 」 と 互 い に 言 っ て 、 石 を 投 げ 始 め た 。 落 と さ れ て も ま だ 生 き て い た

ヤ コ ブ は 振 り 返 っ て 跪 き 、 「 父 な る 神 、 主 よ 、 彼 ら を お 赦 し 下 さ い 。 彼 ら は

何 を し て い る の か 分 か ら な い の で す 。 」 彼 ら が 石 を 投 げ 続 け て い る と き 、

レ カ ブ 人 の 子 孫 で 、 預 言 者 エ レ ミ ヤ が 証 し て い る 祭 司 系 の 一 人 が 言 っ た

「 や め ろ ！ 何 を し て い る ん だ ？ こ の 義 人 は あ な た 方 の た め に 祈 っ て い る ん

だ ぞ 。 」 そ の 時 、 彼 ら の一人で毛織物仕上工が仕事用の棍棒で義人の頭を

殴っ た 。

こ れ が ヤ コ ブ 殉 教 の 顛 末 で あ る 。 彼 は そ の 場 所 に 埋 葬 さ れ 、 神 殿 の 傍

の そ こ に は 今 も 墓 碑 が あ る :ị ঩ ὀ ᾪ ᾄ ᾨ α Ἱ ᄫ ᦭ α Ἴ ࡠ Ἠ ἷ ẩ Ὠ Ὤ ώ Ἕ ά
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